
授業支援・連想モデル（中学校版）の利用目的と操作方法 

 

＜目的＞ 

授業支援・連想モデルは、中学校理科の任意の単元において、直観的に思いつく学習目標や内容を自

由に記述することにより、関連する内容が単語で表示されるシステムです。その関連する内容を参考に

することにより、その学習において必要とする内容や予め学習しておく内容、次に続く内容などを確認

でき、授業設計に役立てることができます。 

 

＜操作方法＞ 

①プルダウンにより単元を選択します。 

②学習目標や内容を「記入」の枠に入力します。学習指導要領に書かれているようなきちっとしたもの

でなく、直観的な表現でかまいません。 

③決定をクリックすします。 

④記入した内容の単語が「記入内容」に表示されます。また、関連する内容が「関連内容」に表示され

ます。「関連内容」を授業設計の参考にしてください。 

⑤表示される単語が多すぎる場合「レンジ」をよりマイナスのほうに、逆に少ない場合はよりプラスの

ほうにリストボタンを選択して、もう一度「決定」をクリックしてください。何も表示されていない初

期の状態のレンジは「０」です。 

⑥「記入」枠の内容を書き直して、「決定」をクリックすることにより、何度でも実行することができま

す。 
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